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略歴

著書・論文等

○

取組の内容

「海を起点にした持続可能なまちづくり〜海辺の国際環境認証「ブルーフラッグ」取得を通じて〜」,「河川」,2022
「アジア初のブルーフラッグ取得への挑戦」,ベストパートナー,2022
「海辺の環境保全運動と市民ネットワークに関する研究ー国際環境認証ブルーフラッグ認定地域を題材に」,湘南
フォーラム26号,2022
「市民でSDGs を実践するー湘南VISION 大学とブルーフラッグ」,日本船舶海洋工学会・日本海洋工学会,2022
「国際環境認証「ブルーフラッグ」取得を通じた海辺のまちのSDGs実現に向けて」,海洋調査,2021
「市民ネットワークによる海辺のまちのSDGsの実現に向けてー国際環境認証「ブルーフラッグ」に関わるNPO法人湘
南ビジョン研究所の活動に焦点を当てて」,湘南フォーラム25号,2021
「SDGs を実現するため〜海の環境教育に特化した市民大学を例に」,海洋調査,2019
「海の学び場「湘南VISION大学」の挑戦〜海の環境教育に特化した市民大学の実践と展望」,河川,2019

「海」を活かした地域ブランドの創出と持続可能なまちづくり

2011年から海辺の国際環境認証「ブルーフラッグ」の取得支援の専門家として、全国各地の自治体等においてブ
ルーフラッグ取得支援業務を実施してきました。2016年に神奈川県鎌倉市「由比ガ浜海水浴場」でアジア初のブ
ルーフラッグを取得。2022年、ブルーフラッグ取得支援及び普及啓発を専門とする一般社団法人日本ブルーフラッ
グ協会を設立し代表理事に就任。ブルーフラッグに関する各種調査、取得支援、環境教育、イベント・シンポジウ
ム、研修・人材育成業務を実施しています。日本全国の沿岸地域を対象に、ブルーフラッグを切り口とした「地域
資源『海』を活かした地域ブランドの創出と持続可能なまちづくり」の支援業務を実施することで、サスティナブルな
ビーチ・マリーナを増やし、海辺からのSDGsの実現に貢献するとともに、持続可能な社会の発展に寄与していきま
す。

1975年生まれ。神奈川県藤沢市出身。慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修士課程修了。1999年 
厚木市役所入所、2005年 イギリス・スウェーデンに海外派遣、神奈川県庁を経て、2010年 松下政経塾に入塾
（第31期生）。2013年 NPO法人湘南ビジョン研究所を設立（理事長）、海の環境問題に取り組む。2014年 市民
主体のまちづくりビジョン「湘南都市構想2022」を策定し「マニフェスト大賞（優秀賞・審査員特別賞）」受賞。海辺
の国際環境認証「ブルーフラッグ」の取得を推進し、2016年 鎌倉市「由比ガ浜海水浴場」でアジア初取得。2016
年 セブン-イレブン記念財団「環境NPOリーダー海外研修生」としてドイツで環境政策を学ぶ。2018年 海の環境
教育に特化した市民大学「湘南VISION大学」を設立・開校（学長）。2020年「かながわ地球環境賞」受賞。
2022年 一般社団法人海と日本プロジェクト in かながわ（理事）。2022年4月 一般社団法人日本ブルーフラッグ
協会を設立（代表理事）。ブルーフラッグを日本全国に広げていくため、ブルーフラッグ取得に必要な各種調査、取
得支援、環境教育、イベント・シンポジウム、研修・人材育成などを実施している。慶應義塾大学SFC研究所 上
席所員。入間市政策参与（総合政策・行政改革）。

ブルーフラッグ取得に向けた海岸美化活動 BLUE FLAG Japan サミット



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

行政、企業、NPO、大学研究員など、公民分野で様々な実務経験を積んできた強みを活かして、地
域コーディネーターとして、産・官・学・民を連携させたまちづくりを推進していくことが得意です。ブルーフラッ
グを切り口とした「地域資源『海』を活かした地域ブランドの創出と持続可能なまちづくり」の専門家とし
て、全国の海辺の地域の持続可能な発展に貢献していきます。

2022年4月　  ブルーフラッグ取得推進業務委託（由比ガ浜茶亭組合）
2022年4月　  ブルーフラッグ取得推進業務委託（江の島海水浴場協同組合）
2022年4月　  ブルーフラッグ取得推進業務委託（逗子海岸営業協同組合）
2022年5月　  ブルーフラッグ認証取得記念シンポジウム運営支援等業務委託（神奈川県逗子市）
2022年6月　  ブルーフラッグクク環境教育セミナー業務委託（千葉県山武市）
2022年7月　  ブルーフラッグ認証取得支援業務委託（一般社団法人勝浦市観光協会）
2022年7月　  ブルーフラッグ認証取得支援業務委託（1次）（一般社団法人気仙沼市観光協会）
2022年8月　  ブルーフラッグ認証取得支援業務委託（宮城県南三陸町）
2022年8月　  ブルーフラッグ推進業務委託（岩手県陸前高田市）
2022年10月　ブルーフラッグ認証取得支援業務委託（2次）（一般社団法人気仙沼市観光協会）
2022年10月　ブルーフラッグ推進業務委託（一般社団法人七ヶ浜町観光協会）

ブルーフラッグ取得支援業務をスタートした2011年当時、アジアでブルーフラッグを取得した事例は一つも
なく、ブルーフラッグの認知度は極めて低かったことから、まず鎌倉市でアジア初の取得事例をつくるととも
に、全国シンポジウム「BLUE FLAG Japanサミット」を開催するなど普及啓発に取り組みました。また、近
年、各自治体が抱える海岸の課題は多様で、かつ関係者の利害が複雑に絡んでいることから、ブルーフ
ラッグ取得のための合意形成が難しいという課題があるため、まちづくりビジョンの策定や事業計画のコンサ
ルティングなど、関係者に合わせた丁寧なサポートを実施しています。



○ 参考

取組分野の分類

6次産業少子化対策 空地・空安心・安全なまちづくり

地域中核定住促進

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

メールアドレス info〔アットマーク〕blueflag-japan.org

⼀般社団法人日本ブルーフラッグ協会 https://blueflag-japan.org

NPO法人湘南ビジョン研究所 https://shonan-vision.org/

○ 住民参加 その他

その他

○ 官民連携（PPP・PFI） ○ メディア活用策

自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） ○ 地域ブランディング

その他 その他

働き方改革 ○ ふるさと教育

子どもの貧困対策 ○ 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 ○ 人材研修

○ 地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進

その他 その他

○ 滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援

地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

地区防災計画 ○ インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 ○ DMOとの連携

その他 その他

地域交通 ○ 地球温暖化対策

集落機能の確保 ○ 廃棄物・リサイクル対策

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

その他

その他

経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化
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